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流動性に係る経営の健全性の状況（連結・連結流動性カバレッジ比率に関する事項）
　
1. 時系列における連結流動性カバレッジ比率の変動に関する事項（第7条第2項第1号）

　当社の2019年3月期第2四半期の連結流動性カバレッジ比率は、分母の貸付金等の回収に係る資金流入額が増加したことを要因に、2019
年3月期第1四半期と比較して６.５％上昇しております。

　
(平成27年金融庁告示第7号、別紙様式第三号) (単位：百万円、％、件)

項目
当第2四半期

（2019年3月期
第2四半期）

前第1四半期
（2019年3月期

第1四半期）

前年第2四半期
（2018年3月期

第2四半期）

前年第1四半期
（2018年3月期

第1四半期）
適格流動資産 （1）
1 適格流動資産の合計額 1,841,965 1,874,475 2,062,872 2,059,489
資金流出額 （2） 資金流出率を乗じる前の額 資金流出率を乗じた後の額 資金流出率を乗じる前の額 資金流出率を乗じた後の額 資金流出率を乗じる前の額 資金流出率を乗じた後の額 資金流出率を乗じる前の額 資金流出率を乗じた後の額
2 リテール無担保資金調達に係る資金流出額 6,257,921 521,843 6,203,248 518,930 6,155,914 515,381 6,099,418 511,968
3 うち、安定預金の額 1,485,833 44,574 1,449,333 43,480 1,432,402 42,972 1,400,461 42,013
4 うち、準安定預金の額 4,772,088 477,268 4,753,914 475,450 4,723,511 472,409 4,698,956 469,954
5 ホールセール無担保資金調達に係る資金流出額 1,991,675 944,449 2,035,918 950,155 2,022,045 957,387 2,105,754 1,024,710
6 うち、適格オペレーショナル預金の額 0 0 0 0 0 0 0 0

7 うち、適格オペレーショナル預金及び負債性有価証券
以外のホールセール無担保資金調達に係る資金の額 1,667,189 619,962 1,714,481 628,718 1,648,573 583,915 1,671,832 590,788

8 うち、負債性有価証券の額 324,486 324,486 321,437 321,437 373,472 373,472 433,922 433,922
9 有担保資金調達等に係る資金流出額 1,897 1,830 0 0

10 デリバティブ取引等、資金調達プログラム及び与信・流動性
ファシリティに係る資金流出額 595,221 65,767 595,740 65,827 574,035 56,610 572,924 57,057

11 うち、デリバティブ取引等に係る資金流出額 19,476 19,476 19,584 19,584 19,707 19,707 19,703 19,703
12 うち、資金調達プログラムに係る資金流出額 0 0 0 0 0 0 0 0
13 うち、与信・流動性ファシリティに係る資金流出額 575,744 46,290 576,156 46,243 554,327 36,903 553,220 37,354
14 資金提供義務に基づく資金流出額等 74,391 64,952 80,481 70,007 88,512 65,593 96,481 74,448
15 偶発事象に係る資金流出額 324,535 9,230 317,852 8,955 324,644 9,344 309,892 8,912
16 資金流出合計額 1,608,141 1,615,707 1,604,318 1,677,098
資金流入額 （3） 資金流出率を乗じる前の額 資金流出率を乗じた後の額 資金流出率を乗じる前の額 資金流出率を乗じた後の額 資金流出率を乗じる前の額 資金流出率を乗じた後の額 資金流出率を乗じる前の額 資金流出率を乗じた後の額
17 有担保資金運用等に係る資金流入額 0 0 0 0 0 0 0 0
18 貸付金等の回収に係る資金流入額 491,510 319,183 424,769 261,982 575,067 395,387 641,183 466,457
19 その他資金流入額 68,591 39,736 51,938 24,203 73,133 39,919 47,723 27,579
20 資金流入合計額 560,101 358,919 476,708 286,186 648,200 435,306 688,906 494,036
連結流動性カバレッジ比率 （4）
21 算入可能適格流動資産の合計額 1,841,965 1,874,475 2,062,872 2,059,489
22 純資金流出額 1,249,221 1,329,520 1,169,011 1,183,062
23 連結流動性カバレッジ比率 147.4 140.9 176.4 174.0
24 平均値計算用データ数 62 62 62 62

2. 連結流動性カバレッジ比率の水準の評価に関する事項（第7条第2項第2号）
　当社の連結流動性カバレッジ比率は、2019年以降に求められる最低水準である100％を上回って推移しており、問題の無い水準にあると
評価しております。
　また、今後も連結流動性カバレッジ比率は100％を上回る水準で推移することを見込んでおります。
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3. 算入可能適格流動資産の合計額の内容に関する事項（第7条第2
項第3号）
　当社の2019年3月期第2四半期の算入可能適格流動資産は、
その90％以上を流動性が高いとされる日本国債、日本銀行預け
金及び政府保証債等のレベル1資産で保有しており、2019年3
月期第1四半期と比較してその水準に変化はございません。
　また、主要な通貨のうち米ドルにおいて、算入可能適格流動
資産の合計額が純資金流出額を下回っておりますが、米ドル調
達および買い切りのために別途確保している円資産を勘案する
と、算入可能適格流動資産の合計額が純資金流出額を上回るた
め問題ないと評価しております。

4. その他連結流動性カバレッジ比率に関する事項（第7条第2項第
4号）

（1）「適格オペレーショナル預金に係る特例」の適用について
　当社は流動性カバレッジ比率告示第28条に定める「適格
オペレーショナル預金に係る特例」を適用しておりません。

（2）「時価変動時所要追加担保額」の算出方法について
　当社は時価変動時所要追加担保額の算出方法について、流
動性カバレッジ比率告示第36条に定める「簡便法」を適用
しております。

（3）「その他偶発事象に係る資金流出額」について
　流動性カバレッジ比率告示第52条に定める「その他偶発
事象に係る資金流出額」については、投資ファンド等からの
キャピタル・コール等を計上対象としております。
　なお、「その他偶発事象に係る資金流出額」が「資金流出
合計額」に占める割合は、2019年3月期第2四半期において
1％未満です。

（4）「その他契約に基づく資金流出額」について
　流動性カバレッジ比率告示第59条に定める「その他契約
に基づく資金流出額」については、別段預金で受入れた歳入
金の決済等を計上対象としております。
　なお、「その他契約に基づく資金流出額」が「資金流出合
計額」に占める割合は、2019年3月期第2四半期において3
％です。

（5）「その他契約に基づく資金流入額」について
　流動性カバレッジ比率告示第72条に定める「その他契約
に基づく資金流入額」については、流動性リスク管理上の重
要性が高いと認められる取引等を計上対象としております。
　なお、「その他契約に基づく資金流入額」が「資金流入合
計額」に占める割合は、2019年3月期第2四半期において1
％です。

（6）データの使用について
　流動性カバレッジ比率の水準への影響が小さいと判断され
る小規模の連結子法人については、資金流出額及び資金流入
額を簡便的な方法で計算することとしております。
　なお、連結子法人に係る資金流出額が資金流出合計額に占
める割合は、2019年3月期第2四半期において2％です。ま
た、連結子法人に係る資金流入額については該当がございま
せん。

（7）日次データを使用しない項目について
　流動性カバレッジ比率の水準への影響が小さい以下の項目
については日次データに代えて最新の月末データを使用して
流動性カバレッジ比率を計算することとしております。
　・海外支店取引に係る項目
　・その他重要性に乏しい項目
　なお、2019年3月期第2四半期において、日次データを使
用しない項目が「適格流動資産の合計額」に占める割合は1
％未満、「資金流出合計額」に占める割合は1％、「資金流入
合計額」に占める割合は1％です。
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